
「地方創生カレッジ」について

内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局
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地方創生に真に必要かつ実践的な
ｶﾘｷｭﾗﾑ（eﾗｰﾆﾝｸﾞ）を幅広く提供

※科目によっては実地研修も活用
※大学等の既存取組も前提に、不足する

分野や地域への受講機会を提供

自治体、
民間企業
の職員
等

地方創生

「連携・交流ひろ
ば」

地方版総合戦略等に基づき、地方創生に資する事業を本格的
に推進する段階

 「地方創生カレッジ」は28年12月に開講。地方創生に真に必要かつ実践的なカリキュラムを
ｅラーニング形式で幅広く提供し、地域における地方創生人材の育成に繋げていく。

 29年度も講座の充実化等により事業推進を図る。

地方創生カレッジ事業

各々の取組が必ずしも周
知されていない

大
学

民
間

地域の動き

ニーズ
調査

認証制度

協
会

発信力
の強化

29年1月～

◆ 総合プロデューサー
◆ 首長の補佐
◆ 地域コミュニティのリーダー

戦 略 全 体

◆ 分野別プロデューサー
◆ 現場の中核人材

個 別 分 野

必要とされる人材

地方創生
人材の育成

人材育成に向けた連携の場

地方創生を担う
人材の活躍

分野別ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

観光・DMO

地域商社 等

総合ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ

戦略策定・管理

事業構築・推進 等

地域ｺﾐｭﾆﾃｨﾘｰﾀﾞｰ

住民自治

ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ 等

地域戦略の策定

データ分析 地域の課題解決等地方創生の理念

事業の自立化 官民連携

専
門
編

基
盤
編

ｅラーニング

【カリキュラム構造イメージ】

ｽｸｰﾘﾝｸﾞ/ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（人材交流・ﾏｯﾁﾝｸﾞ）対面・実地

【受講状況】
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29年11月末時点

受講者数10,190人
29年11月末時点

人材が
不足

地方創生の実現

知識習得に
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【専 門 編】 (eラーニング講座名）

※H29/5月時点

『伝統野菜等を基軸にした地域活性化』
『ジビエビジネス』 等

『DMO概論』『魅力ある観光地域デザイン』『観光地域づくりの人材育成』
『観光地マーケティング』 『国内外のＤＭＯから学ぶ』等

『地域ビジネスモデル』『地域産業の開発と運営』
『地域の中小企業・産業振興』『プロジェクトの資金調達』等

２８年度の「地方創生カレッジ」主な講座のラインナップ
【基 盤 編】 （eラーニング講座名） BOX内は主な提供先

『新規事業創出の方法』『事業のマネジメント』
『民的視点からのガバナンス』『組織のマネジメント』等事業化・事業推進

『事実を正しく認識する分析技術』 『地域経済分析の基礎知識』
『活性化のためのﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略』『事業と財務3表連動理解』等ﾃﾞｰﾀ分析・戦略

『シティ・マネジメント基礎』『企業会計と非営利会計』
『公会計』『地域に飛び出す公務員』等官民の連携

『公共政策学の基礎』
『地域経営を推進する自治体組織』等その他（幅広い知識）

総合ＰＤ/概論

総合ＰＤ/戦略・事業化

分野別ＰＤ/観光ＤＭＯ

分野別ＰＤ/他分野

『地方創生の課題と成功する地域の条件』『あるものを生かす地域力創造』等概 論

『地域の経済循環構造』『地域公共サービス』
『まちづくり』 『移住・定住施策(総論)』 等

地域活性化ｾﾝﾀｰ
（椎川理事長＜元
総務省自治財政

局長＞）

経営共創基盤（冨山
CEO＜地方創生ｶﾚｯ
ｼﾞ推進会議委員＞）

神戸大学
東洋大学

京都ｱﾗｲｱﾝｽ

日本観光振興協
会（久保理事長＜
元観光庁長官＞）

関西学院大学

BBT大学
（大前研一学長）
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東洋大学／地域リーダー

経営共創基盤／民的視点からのガバナンス地域活性化センター／あるものを生かす地域力創造

日本観光振興協会／DMOの経営と観光地域の経営

講座のイメージ
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今年度新たに開講する講座（４９講座）

○農山村の地域づくり
○人材×組織×マーケティングによる地域活
性化戦略

○地域教育、学校と地域との連携 他４講座

○観光地における危機管理
○観光地経営における財源確保
○ニューツーリズム２ 他１講座

○インバウド市場を拓くマーケティング
○コミュニティを基盤とした観光地域づくり
○6次産業プラス1 他１講座

○"地域分析－RESAS を使いこなし、先入観
を超える"

○“統合型観光施設－MICE、IR にみる世界
標準の地方創生”

○シティ・マネジメント基礎②－インフラ老朽
化問題と公共施設等総合管理計画・個別施
設計画の実行

○社会的投資の活用 －資金調達から運用シ
ステムそして活用事例まで－

○産学連携による地域経済人材の育成－「
グローカル人材」の育て方

○"企業と接する公務員の会計知識
○実践(フィールドスタディ)による革新的企業
と革新的地域に学ぶ持続的成長のカギ

○地域医療が担う地方創生

新潟総合学園

○スポーツと地域創生～新潟の事例から

○地域づくりのための対話力/リーダーシップ
力/マネジメント力活用

○官民連携による地方創生：協業型CSVと
働き方改革

○「まちのへそ」からはじまる地方創生・基礎
編３「クリエイティブタウンを実現する：３ポイ
ントアプローチ」

○生涯活躍のまち

日経BP

○RESASの使い方全マップ解説 基礎編

○プロスポーツビジネス実践
○地方創生イノベーター講座 〜まちづくり仕
掛け人たちのスタートアップ技法〜

○失敗事例に学ぶ文化と地方創生

○課題先進地域における地方創生を考える
○祭りを核としたまちづくり

経営共創基盤

○事業性評価に関するケーススタディ

○稼げる農水産業

○地域における健康無関心層の行動変容を
促すインフルエンサーの育成

○このまちに住むと自然と健幸になる都市づ
くりとは

○サービスの生産性向上
○経営品質のありかた～より上質な組織を
目指して～

○グローバルなおもてなしを学ぶ
○地方創生施策紹介講座
○地方創生に資する金融機関等の特徴的な
取組事例講座（part１、 part２）

○公認会計士の事例講座
○メンタリング講座
○地方分権講座

日本観光振興協会

地域活性化センター

神戸大学（現代経営学研究所）

東洋大学

龍谷大学（京都アライアンス）

関西学院大学

大日本印刷（DNP)

地域経営推進センター

クリエイティブタウン推進機構

○地域商社

○観光地経営の理解と実践
○空き資源を活用した地域活性

ＢＢＴ大学

事業構想大学院大学

地域活性機構

生涯活躍のまち推進協議会

日本生産性本部

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

日本経済研究所

筑波大学

つくばウエルネスリサーチ

※赤字は開講済の講座



自治体での取り組み事例

＜徳島県の取組み＞

県職員向け自己啓発プログラムの一環にて地方創生カレッジを導入

＜栃木県の取組み＞
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「連携・交流ひろば」 地方創生交流掲示板
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